定例市政記者クラブ・市長懇談会（１２月分）の結果について
日時：平成２２年１２月１６日（木）午前１１時～１１時３０分
場所：市役所２階第３委員会室
出席者：（１）市政記者クラブ７社
【北海道新聞、釧路新聞、朝日新聞社、読売新聞社、毎日新聞社、時事通信社、ＨＢＣ】
（２）市長ほか１０人
会 見 内 容

1． 話題提供（３項目）

１．釧路市の自治体経営のあり方に関する共同研究について
■　第４回釧路市都市経営戦略会議の開催についてでございますけれど、今年の５月８日の第１回会議から議論してきました都市経営戦略会議の第４回目の会議が、１２月２０日午前９時３０分から、釧路公立大学において開催されるところであります。
■　すでにご案内のとおり、都市経営戦略会議は釧路公立大学との共同研究によりまして、中長期的な視点で釧路市経営の方向と戦略を探ることを目的としておりまして、私から提起いたしました課題に対して、有識者よりご専門の立場から幅広くご意見をいただきながら議論を進めてきたところであります。
■　本会議は第４回の会議をもって議論を終え、これまで有識者の方々から寄せられた意見によりまして、提言書として取りまとめることとなっておりまして、第４回会議では、取りまとめの議論が行われることとなっております。
■　提言書は、釧路市が「都市経営」に取り組む意義を始めといたしまして、私が提起した市役所が変わるための取り組みとしての論点、そして釧路市の独自の政策展開、発信に向けの取り組みについての論点、結びとして都市経営戦略プランに向けての提言により構成されておりまして、これらについて最終の議論が行われることとなります。
■　特に１２月定例会におきまして「釧路市財政健全化推進プラン」を提出して今後１６年間にわたって厳しい財政運営が余儀なくされる環境にありまして、市役所若手職員が緊縮予算のなかで政策立案を萎縮しながら進めていくことは最大の損失になる訳でありまして、都市経営の視点から政策に取り組む土壌を築くことが必要であると考えておりまして、その観点からも本提言には期待するところであります。
■　提言書は新年明けての予定で、釧路公立大学小磯学長より提言を受けることとなっております。
■　なお、提言書の今後の取り扱いにつきましては、提言された内容を市として受け止め、関係部署が連携してその具体方策の検討に入ります。その上で、可能なものから取り組んでまいりたいと考えております。

■　このインカレ大会が、平成２３年１月６日から９日までの４日間の日程で、釧路市において開催されます。
■　この長い歴史と伝統を誇り、世界の檜舞台で活躍する幾多の優秀選手を育んできた本大会が釧路市で開催されますのは、平成１７年第７７回大会に次いで、６年ぶり４回目となります。
■　スピード競技が１７校、１４９名、フィギュア競技が５９校、１４６名、アイスホッケー競技が３０校、７５５名で、合計で延べ１０６校、１,０５０名がエントリーしておりまして、釧路市出身の選手が多数出場する予定です。
■　開会式は、本大会の総裁であります寬仁親王殿下のご臨席を仰ぎ、1月６日午前１０時３０分から生涯学習センターで実施され、その後、５会場に分かれて、熱戦の火ぶたが切られることとなっております。
■　このようにレベルの高い本大会が開催されますことは、地元の青少年に夢と希望を与えまして、釧路市の競技力向上・普及振興に寄与することはもちろんのこと、「氷都くしろ」の名をさらに高めるものと期待しているところであります。
■　大会開催に向けましては、７月に実行委員会を立ち上げまして、スポーツ課が事務局となって、諸準備を進めてきたところでございますが、全国から出場される選手の皆さんを温かく迎え、ベストコンディションで大会に臨めるよう万全の体制を整えるべく、最後の追い込みに入っているところであります。
■　出場する選手の皆さんには、母校の名誉と自らの栄光のために、日頃の練習の成果を存分に発揮し、悔いの残らない思い出深い大会となり、市民に数々の感動を与えてくれることを期待しております。


■　子ども教育委員会は、教育委員会が生徒の意見を聞いて事業運営の参考とすることや、生徒に行政の仕組みを体験し、理解してもらうこと等を目的として、平成１１年度から実施している事業でございます。
■　平成２２年度の子ども教育委員会は、平成２３年１月８日（土）午後２時から釧路公立大学を会場といたしまして、市内１７の中学校から代表の生徒が参加し、開催されます。

■　今年度のテーマは、『私たちのまち“釧路”の良いところ、私たちの“学校”の好きなところ』となっております。当日は、子ども教育委員がこのテーマについて考えを発表し、その後、私と教育委員会を交えて意見交換を行う予定となっております。

■　私もこれまで「まちづくりふれあいトーク」や「市政懇談会」などを通じて、市民の皆さんと直接お話をしてきたところですありますが、今回、市内中学校の生徒さんとお話する機会を持てることは、うれしく思い、既成概念にとらわれない発想や、様々な考えなどを聞くことができるものと期待しております。

■　１２月２０日から２２日までの３日間、東京におきまして、釧路市の懸案事項の関係先に対する年末の中央行動を実施いたします。私は２１日から、小松副市長が２０日から上京し、中央行動を行ってまいります。

■　訪問先といたしましては、地元選出議員をはじめとした国会議員の皆様、国土交通省や総務省、水産庁、資源エネルギー庁などに地域の状況や要望をお伝えするほか、消費者庁は、昆布加工品の原産地表示等の関連もあり訪問する予定でおります。
■　また、経済交流や観光客誘致を進めております台湾の台北駐日経済文化代表処、産炭国石炭産業高度化事業に関してベトナム大使館も訪問する予定となっているほか、船舶関係や航空関係の各社にも、今後の釧路港、釧路空港の利用促進をお願いしてまいります。


■　国の新成長戦略に入っております、パーソナル・サポート・サービスのモデル事業として、当初全国５カ所のうちの１つに釧路市が選定された中で、就労自立や日常生活自立、社会生活自立などを支援する拠点施設「地域パーソナルサポートセンター　えにぃ」が１２月２０日（月）に市内浦見４丁目に開所することになりました。
■　既に相談業務等は行っておりまして、改めての開所式等は行いませんが、このようなかたちの中で進めているということも合わせて、報道方よろしくお願いします。
【質　疑　要　旨】
（質問）

・　国際バルク戦略港湾の選定が２０１１年３月と当初より少しずれ込んでいますが、現在の状況やこれからの釧路市の対応について、お伺いしたいと思います。
（市長）

・　２０１０年内の選定が難しいとの発表の仕方でございましたので、それがいつ発表になるのかは、正式な話は聴いておりません。
　　１２月２日には、高橋北海道知事も参加いただき、また、連携港と言うことで苫小牧、石巻そしてユーザーを含めて、ご理解いただいたプレゼンテーションができたと思っておりますので、是非とも選定に向けてさらに頑張っていきたいと考えております。
（質問）

・　ＨＡＣの出資について、１％という市長のお考えは変わっていないか、お伺いしたいと思います。
（市長）

・　１％とは、先ずはという中での話でございまして、当然公費をということになる訳ですから、きっちりと説明ができるような理由が必要であるということは、一貫して変わらず進めていこうと思っております。
（質問）

・　函館市がＨＡＣへの出資について受け入れるとのことですが、市長のお考えをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　報道では、函館市は５％の出資を受け入れるとのことでしたが、そこは正確なことではないように聴いております。先ずはＨＡＣを残していく為に協力はするという意味での受け入れると言う取り方をしております。
出資に対する具体的な数字は根拠がないのですから、その中では、函館市も釧路市と同じようなスタンスだと考えております。
（質問）

・　事業仕分けの対象となった「ＭООのフィットネスセンター」について、先日示された財政健全化プランの素案の中では、現状維持は困難と考えるという表現でしたが、市民の関心も高く、署名なども行い存続の要請が上がっておりますが、市長のお考えをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　議会にもお示しいたしましたが、現状維持は困難と考えており、その上で対応について様々検討するということでございます。事業仕分けにおける指摘も費用対効果が悪いという指摘だと受け止めております。それを解決する為に、例えば、施設管理の費用を下げるとか、利用料を含めて利用収入を大幅に上げるとか、そのような対策が考えられますが、それが現実的な範囲で収まるのかどうかをしっかりと見極めなくてはいけないと考えている訳であります。
　　そのような点について、市民の皆さんからも管理の現状を明らかにしてほしいとか、費用を上げても良いという考え方の方もいらっしゃるわけでございますけれど、議会に対する説明と並行しながら市民の方々とも勉強会と言いますか中身をしっかりとお話ししながら、意見交換を持つような場所を検討していこうということでございます。

市民の皆さんと共に課題をしっかりと明らかにしながら、今後どのようなかたちで進めていくかを考えていきたいと思っております。
（質問）

・　どのようなかたちだと存続が可能なのかを考えるということなのか、お伺いしたいと思います。

（市長）

・　そのとおりです。ですから、現実的な範囲で、どのように進めていくのか、数字等を出していきながら進めていきたいと思っております。
（質問）

・　市の人件費抑制についてですが、財政健全化推進プランの素案では、５カ年で１５０人の削減が示されていますが、それとは別に組合に来年度からの職員給与費の独自削減について提案されていると思いますが、独自削減については、今年度までの独自削減で最後にする方針だったと思いますが、再度独自削減を行うということについて、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　集中改革プランを進めてきたところで、企業会計の健全化という中で、一般会計からの繰出金が増加するなど計画との乖離がでてきました。併せて第三セクターの処理費用という大きな課題がありまして、５年間の時限措置である第三セクター等改革推進債の活用が国から示されてきました。
行政がいつまで損失補償等をできるかという課題の中で、そこを大きく対応していかなければ、将来的に釧路市が大変なかたちになってしまうという大前提があります。確かに市民の方々にもその前段に職員の方にも、そういう財政の中身がしっかりと示されてこなかった。
　　そこで、一昨年の財政の予算説明会から私なりが出席し、職員の方に中身をしっかりと理解してもらおうというかたちの中で、財政の健全化に取り組んできたところであります。
　　その中で、前回も独自削減というかたちでスタートしたわけですが、今回は全体像を示した中で、抜本的な解決を図るための市民の皆様のご協力そして市役所内部で行わなくてはいけない健全化という観点の中でのこの財政健全化推進プランを作ってまいりましたので、勿論、行革というのは、いついかなる時でも不断の見直しを行わなくてはならないのですが、課題解決の健全化プランは基本的にこの中でしっかり進めていこうというものでありますので、そこに職員の方々もご協力いただきたいというかたちの中で進めているものです。
ですから、状況等しっかり１年以上に亘って財政のことを中身もできるだけ明らかにしてきたつもりでありますから、今進めておりますが、理解をいただいて、このプランを実行していくように進めていきたいと考えております。
























その他．釧路市パーソナル・サポート・モデルプロジェクト事業について





その他．年末中央行動について




















３．平成２２年度「子ども教育委員会」への出席について





２．第８３回日本学生氷上競技選手権大会の開催について
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